
Title 明治時代の大阪医学校 : 大阪帝国大学時代の大型解
剖掛図 : 約3 0 0 枚の調査を中心に

Author(s) 高田, 嘉宏

Citation 若手研究者フォーラム要旨集. 2023, 8, p. 27-30

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/92600

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



 

 

 明明治治時時代代のの大大阪阪医医学学校校〜〜大大阪阪帝帝国国大大学学時時代代のの大大型型解解剖剖掛掛図図 !!

        ! ! !約 300 枚の調査を中心に〜 !

       ! !芸術学専攻 美学研究室 博士前期課程２年  
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は じめ に  
大阪大学の吹田キャンパスには銀杏会館がある。ここの１階には医学史資料館があ

り、明治～昭和初期にかけての医学系資料が数多く保存されている。最近の調査によ

って、この収蔵庫から、手描きの大型の解剖掛図 (約 1 m×1 . 2 m )  約 3 0 0 枚が発見さ

れた。これは、まだ P o w e r P o i n t も O H P (透明フイルム映写機)も無かった時代に、医

学科の授業の視覚教材として、黒板の壁に掛けられて使用された。図譜を棒で指し示

し、人体の複雑な構造を説明して、学生たちの解剖学の理解をたすけた。本研究で

は、これら 3 0 0 枚の解剖図の特徴を、画材や技法を中心にから探りだし、明治時代の

解剖図譜研究の中間報告をする。 

 

解 剖掛 図 の 歴 史  
西洋近代の医学書にある解剖図の作画は画家の担当であった。ルネサンス後期のこ

ろより、本格的な解剖図が描かれはじめ、ウェザリウス( A n d r e a s  V e s a l i u s , 1 5 1 4 -

6 4  )  の『人体の構造』( D e  h u m a n i  c o r p o r i s  f a b r i c a ,  1 5 4 3 )、通称『ファブ

リカ』は、当時の医学や自然研究全般にわたって、大きなインパクトをおよぼした図

入りの人体解剖書であった。解剖図は 1 8 世紀中ごろまで、銅版画の技術の向上によ

り精密になっていった。これらの解剖図は鎖国制度にあった日本にも出島をつうじて

もたらされる。1 9 世紀になると印刷技術の発展から、これらの解剖図は拡大プリント

して販売された。そして近代教育制度のもとで、教室の壁に学習用教材として展示さ

れた。高等教育の医学教育の現場でも、解剖掛図は解剖実習の視覚教材用の掛図とし

て使用されるようになった。 

 

先 行研 究  
こうした解剖掛図は、2 0 1 9 年ごろから相次いで発見され、東京大学や京都大学、九

州大学からも報告があり、名古屋大学、岐阜大学でも解剖掛図の発表があった 1。ま

た、日本の教育史で明治期に使用された教育用図譜や教科書の研究が少しずつ増えて

いる。例えば、古谷貴子「明治初期の視覚教育メディアに関する考察」 2  では教育用

掛図の時代背景からの普及と有用性が論じられ、東京大学総合研究博物館では、2 0 2 1

年３月６日〜 2 0 2 2 年３月末に『からだのかたち―東大医学解剖学掛図』展 3  が開催

された。この機運から明治期の医学教育史の研究が盛んになってきている。本学の解

 
1  東海 国立大 学機構 連携企画  名大 博物館 第 2 9 回特 別展、講 演会「 5 3 2 枚の 人体解 剖掛図 が私たち に
語り かける こと」 主催：名 古屋大 学博物 館、 企画協 力：岐 阜大学図 書館学 術アー カイブ ズ企画 運営室、
2 0 2 2 / 1 2 / 1 0  
2  古谷 貴子「 明治初 期の視覚 教育メ ディア に関す る考察 」『 生涯 学習・ 社会教 育学研究 』 (第 3 1 号・
2 0 0 6 年 )  
3  上野 恵理子 ：東京 大学総合 博物館 『から だのか たち ―東大 医学解 剖学掛 図』特任 研究員  2 0 2 1 年３
月６ 日〜 2 0 2 2 年３ 月末  

係，あるいは抑圧 – 被抑圧関係を強化するものとして機能することを考えていなかっ
た．実際に，いかなる女性も投票の権利を否定され市民として認められないことを，

カントは「自然的な性質」(Ⅵ, 378)から説明している．すなわち，カントの考える共
和制は，初めから女性を排除したものである．さらに，ウルストンクラフトの見立て

に従えば，カントの理論のみならず，「君主のいる共和制」という構想，ひいては君主

制という政治体制を正当化する試みそのものが，女性を含む被支配者を抑圧したまま

構築されてきたのである． 
 
さいごに 

身分制，階級制といったあらゆる差別的制度を撤廃することによる「人間の自由＝

独立」を想定し，それに基礎づけられた「女性の権利」を擁護するウルストンクラフ

トは，共和主義の掲げる「自由と平等」を政治理論の次元でさらに徹底させたものと

して評価されて良いのではないだろうか．また，長年緊張関係にあったフェミニズム

と共和主義6の架け橋として，彼女の諸著作は政治哲学的ポテンシャルを未だ大いに秘

めていると言えるのではないか． 
 
参考文献 

Coffee, Alan M.S.J. Freedom as Independence: Mary Wollstonecraft and the Grand 
Blessing of Life, Hypatia: A Journal of Feminist Philosophy, vol.29, no.4, 2014, 
pp.908-924. 
Frazer, Elizabeth. Mary Wollstonecraft’s Political Political Theory, The Review of 
Politics, vol.82, no.1, 2020, pp.25-48. 
Halldenius, Lena. Mary Wollstonecraft and Feminist Republicanism: Independ-
ence, Rights and the Experience of Unfreedom, 1st ed., Oxford, 2016. 
Wollstonecraft, Mary. A Vindication of the Rights of Men with A Vindication of the 
Rights of Woman, edited by Sylvana Tomaselli, Cambridge, 1995 [=1792]. 
梅垣千尋『女性の権利を擁護する メアリ・ウルストンクラフトの挑戦』，白澤社，
2011年． 
−−−−−−−−，「『人間の権利の擁護』の研究史」メアリ・ウルストンクラフト『人間の権

利の擁護/娘達の教育について』，清水和子・後藤浩子・梅垣千尋訳，京都大学学術出
版会，2020年． 
斎藤拓也『カントにおける倫理と政治−−−−思考様式・市民社会・共和制−−−−』，晃洋書

房，2019年． 

 
6 「[…共和主義が]女性を市民権から排除し，それにより独立の利益からも排除してき
たというその歴史[…]」(Coffee[2014] p.909) 
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剖掛図もこれらの系譜に位置付けられるものと予想しており、明治期における医学教

育史や美術史の観点からも貴重な一次資料といえる。 

 

解 剖掛 図 と 画 家 と 様 式  

医学史資料館にある解剖掛図、約 3 0 0 枚の調査を通じて、これらの解剖図は複数名

の画家によって描かれた可能性が明らかになった。たとえば、下記にある頭蓋骨が描

かれた 1〜 3 図は、明らかに作風が異なり、同一人物によるものとは考えにくい。解

剖図が描かかれた支持体である用紙自体は、古くなり褐色に変色した紙と、まだ新し

い白い状態の紙があるため、紙の経年劣化の性質上、時代はことなる。解剖掛図の中

には、ごくまれにスタンプがあり「大正 5 年、3 月××」 (図５ )とある。この作風に

類したものに関しては、大正５年ごろに制作されたか、あるいは、それよりも前に描

かれたと推測される。 

また、解剖図の分野としては、古い図は肉眼解剖学から、時代が新しくなるにつれ

て、顕微解剖学へと移行している。そのほか数は少ないものの、組織学、発生学、神

経学、比較解剖学、人類学 4  の図譜も、時代が新しくなるにつれて見られるようにな

る。また解剖図の様式は写実的な図から、だんだんと単純化された形式図へと変化し

ている。 

 

解 剖図 の 色 彩 の 定 義  
近代解剖図の基本色はモノクロであった。これは書物の出版による木版や銅版印刷

が理由となっている。そして 1 9 世紀になるとリトグラフィー (石版画)の技術が導入

され、高画質なカラー印刷が大量生産されるようになる。解剖図のカラー化には、イ

タリアの解剖学者パオロ・マスカーニ  ( P a o l o  M a s c a g n i  1 7 5 5 - 1 8 1 8 ) 5、 フラン

スの解剖学者ジュール・ジェルマン・クロケ  ( J u l e s  G e r m a i n  C l o q u e t  1 7 9 0 -

1 8 8 3 ) 6  とジャン-バティスト・サルランディエール ( J e a n - B p t i s t e  S a r l a n d e r e  

1 7 8 7 - 1 8 3 8 ) 7、イギリスの解剖学者ジョージ・ヴィナー・エリス ( G e o r g e  V i n e r  

E l l i s  1 8 1 2 - 1 9 0 0 ) 8らが、解剖図譜の色彩を定型化していく 9。つまり、動脈は赤、

静脈は青、神経は白、が始まりであり、現在の、動脈の赤、静脈の青、神経は黄色、

の定義づけになったのは、ロンドンの解剖学者、ヘンリー・グレイ（ H e n r y  G r a y  

1 8 2 7 - 6 1 ) 1 0  の A n a t o m y , d e s c r i p t i v e  a n d  s u r g i c a l , 1 8 7 7 からであった。 

 

解 剖掛 図 の 原 本  
本研究の解剖掛図の原本の一部は、ドイツ語で書かれた『 S p a l t e h o l z  解剖図譜』 

(𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻 𝐻𝐻 𝐻𝐻 𝐻𝐻  𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷  𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 𝐴𝐴𝐴𝐴  𝐷𝐷𝐷𝐷 𝐷𝐷  𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀  𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀  𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉  𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊  

 
4  組織 学：生 物組織 の細胞レ ベルの 研究。 発生学 ：生物 の固体発 生、胚 の発生 の研究 。比較 解剖学： ヒ
トと 動物の 構造比 較研究。 人類学 ：ここ では生 物学的 人類学を さし起 源や進 化の研 究。  
5  パオ ロ・マ スカー ニ( P a o l o  M a s c a g n i  1 7 5 5 - 1 8 1 8 ) ：イ タリア の医師 、解剖学 者、リ ンパ 系の 初
期の 体系的 な研究 者で知 られる 。  
6  ジュ ール・ ジュル マン・ク ロケ（ J u l e s  G e r m a i n  C l o q u e t  1 7 9 0 - 1 8 8 3 )  フラ ンスの 医師、 外科
医、 国立医 学アカ デミーの 初期の 会員。  
7  ジャ ン -バス ティス ト・サ ルダンデ ィエー ル： ( J e a n - B p t i s t e  S a r l a n d e r e  1 7 8 7 - 1 8 3 8 )  フラ ン
スの 解剖学 者、生 理学者、 ヨーロ ッパの 電気鍼 治療の 開発者。  
8  ジョ ージ・ ヴィナ ー・エリ ス： ( G e o r g e  V i n e r  E l l i s  1 8 1 2 - 1 9 0 0 )  英国 の解剖 学者、 医学教育
者、 ロンドン大学 で、イラ ストレ ーター の G e o r g e  H e n r y  F o r d ( 1 8 0 8 〜 1 8 7 6 )と協力 して
𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷  𝑜𝑜 𝑜𝑜  𝐴𝐴 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴     𝐴𝐴 ( 1 8 4 0 ) を 発行した 。  
9  A l b e r t a  M e d i c a l  A s s o c i a t i o n :  " R e d ,  b l u e  a n d  y e l l o w ,  T h e  u s e  o f  c o l o r  i n  
a n a t o m i c a l  i l l u s t r a t i o n "  J u l y  2 3 ,  2 0 1 5 ,  
h t t p s : / / w w w . a l b e r t a d o c t o r s . o r g / 5 6 8 3 . a s p x  
1 0  ヘン リー・グレイ ：( H e n r y  G r a y  1 8 2 7 - 6 1 )  英国 の解剖 学者、 外科医、 『グレ イズ解 剖学』 の初
版本を書いた。  
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𝑆𝑆 𝑆𝑆 𝑆𝑆 𝑆𝑆 𝑆𝑆 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆 𝑆𝑆 𝑆𝑆 	 )  であることが判明した。これは掛図の画面の隅に文字情報(図 4 )  

があるため確認できる。また、この原画との比較から、解剖図がほぼそのまま模写さ

れていた。明治時代の医学教育は、ドイツ医学が主流であった。『 S p a l t e h o l z 解剖

図譜』の初版は 1 8 5 9 年にドイツの解剖学者  W e r n e r  S p a l t e h o l z  ( 1 8 6 1～1 9 4 0 )

によって編纂されドイツ語で出版されている。第 1 5 版が最初の改訂版で 1 9 3 5 年に出

版、第 1 6 版は最後の改訂版となり 1 9 5 9 年に２巻の分冊で出版される。のちに英語版

として 1 9 6 7 年にアムステルダムで出版されたのが最後となり絶版となる。大阪大学

の医学史資料館には 1 9 0 7 年版が保存されている。しかしながら、発見された 3 0 0 枚

の解剖図の中には『 S p a l t e h o l z 解剖図譜』には掲載がない図もみられる。ここから

解剖掛図の制作のときのテキストは、一冊だけではないことがいえる。そのほかの原

本については、こんごの課題である。 

 

解剖図の絵具画材について   

明治以降の日本の美術界では、画家は西洋画家と日本画家の２つのタイプに分類で

きる。解剖掛図にある、多くの原画は、先に述べた『 S p a l t e h o l z  解剖図譜』にある

ため、このテキストにある解剖図の模写である。そのために解剖掛図の多くが黒の単

色で描かれている。この黒の画材が、顔料か染料か、透明水彩か不透明水彩か、ある

いは墨なのか、現在のところ、まだ素材分析はできていない 1 1。また墨で描くのであ

れば、通常は和紙に描かれるのであるが、ここでは西洋紙が採用されている。これは

パルプ系の木材を化学処理した紙と予想しているが、西洋紙に墨をつかうのは異例で

あり、技術的にもグラデーションの技法はむずかしい。西洋紙には紙質の種類が多く

あるため 1 2、今後の素材の科学分析がまたれる。 

解剖掛図 3 0 0 枚にみられる有彩色は、ごく限られた色数であり、赤、青、黄色、茶

色、黄緑色、などである。図 1 を描いた画家が使用した色は、赤、青、黄色、の３色

である。これは日本画の絵具の伝統色にある、赤 (朱・船丹 (エンタン) )、青 (群青 (ぐ

んじょう ) )、黄 (藤黄 (とうおう )・黄土 )、の絵具にあたるため 1 3、この画家は日本画

家の可能性が考えられる。また、解剖図の輪郭線を描いた線は、毛筆の特徴がよくみ

られる。これは西洋の水彩画の筆からは出せない特徴といえる。 

また、図２の画家は、日本画の絵具にはない色彩で描かれ、色調の彩度は高くあざ

やかである。緑色ではエメラルドグリーン、ビリジャン、カドニウムグリーン、な

ど、赤色では、カドニウムレッド、ゼラニウム、カーマイン、など、黄色では、イエ

ロー、レモンイエロー、カドニウムイエロー、など、これらは日本画の伝統色にはな

い 西 洋 画 の 色 調 が み ら れ る （ 図 ８ ） 。 黒 の ぼ か し 方 も 洋 風 画 に 

近く、線を斜めにクロスさせた斜線 (ハッチング )で描いている（図７）、また輪郭線

は太く、そこには、チョークの後や、木炭の跡も見えるため、洋画家の可能性が高

い。 

そして、図３を描いた新しい解剖図では、図譜は単純化されるが、色数がふえて配

色がゆたかになっている。自由な配色があり、図式化された特徴がみられる。これは

解剖図の簡略化は始まる、昭和初期の制作であると考えられる。 

 
1 1  黒の水性絵具の場合、アイボリー ブラッ ク、ピーチブ ラック、 ランプブラッ ク、マ ースブ ラック、
ジエ ットブ ラック 、カーボンブラ ック、漆黒ブ ラック 、など、 さまざまな絵の具がある。また、墨にも
青墨、茶墨といくつか の種類がある。  
1 2  紙の種類は 、画用紙、ケン ト紙、木炭紙、水彩画用紙、コット ン紙、版画紙、など多くの種類があ
る。  
1 3  色彩は 明度が低く白 (胡粉：ごふん )を絵具に混ぜている と 考えら れ る 。作品によっては絵具の粒子
が確認できる ため、 こ れ は 日本画 の岩絵具と同定できる 。  
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育史や美術史の観点からも貴重な一次資料といえる。 
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の画家によって描かれた可能性が明らかになった。たとえば、下記にある頭蓋骨が描

かれた 1〜 3 図は、明らかに作風が異なり、同一人物によるものとは考えにくい。解

剖図が描かかれた支持体である用紙自体は、古くなり褐色に変色した紙と、まだ新し
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る。また解剖図の様式は写実的な図から、だんだんと単純化された形式図へと変化し

ている。 

 

解 剖図 の 色 彩 の 定義  
近代解剖図の基本色はモノクロであった。これは書物の出版による木版や銅版印刷

が理由となっている。そして 1 9 世紀になるとリトグラフィー (石版画)の技術が導入

され、高画質なカラー印刷が大量生産されるようになる。解剖図のカラー化には、イ

タリアの解剖学者パオロ・マスカーニ  ( P a o l o  M a s c a g n i  1 7 5 5 - 1 8 1 8 ) 5、 フラン

スの解剖学者ジュール・ジェルマン・クロケ  ( J u l e s  G e r m a i n  C l o q u e t  1 7 9 0 -

1 8 8 3 ) 6  とジャン-バティスト・サルランディエール ( J e a n - B p t i s t e  S a r l a n d e r e  

1 7 8 7 - 1 8 3 8 ) 7、イギリスの解剖学者ジョージ・ヴィナー・エリス ( G e o r g e  V i n e r  

E l l i s  1 8 1 2 - 1 9 0 0 ) 8らが、解剖図譜の色彩を定型化していく 9。つまり、動脈は赤、

静脈は青、神経は白、が始まりであり、現在の、動脈の赤、静脈の青、神経は黄色、

の定義づけになったのは、ロンドンの解剖学者、ヘンリー・グレイ（ H e n r y  G r a y  

1 8 2 7 - 6 1 ) 1 0  の A n a t o m y , d e s c r i p t i v e  a n d  s u r g i c a l , 1 8 7 7 からであった。 

 

解 剖掛 図 の 原 本  
本研究の解剖掛図の原本の一部は、ドイツ語で書かれた『 S p a l t e h o l z  解剖図譜』 

(𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻𝐻 𝐻𝐻 𝐻𝐻 𝐻𝐻  𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷  𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 𝐴𝐴𝐴𝐴  𝐷𝐷𝐷𝐷 𝐷𝐷  𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀  𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀  𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉  𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊  

 
4  組織 学：生 物組織 の細胞レ ベルの 研究。 発生学 ：生物 の固体発 生、胚 の発生 の研究 。比較 解剖学： ヒ
トと 動物の 構造比 較研究。 人類学 ：ここ では生 物学的 人類学を さし起 源や進 化の研 究。  
5  パオ ロ・マ スカー ニ( P a o l o  M a s c a g n i  1 7 5 5 - 1 8 1 8 ) ：イ タリア の医師 、解剖学 者、リ ンパ 系の 初
期の 体系的 な研究 者で知 られる 。  
6  ジュ ール・ ジュル マン・ク ロケ（ J u l e s  G e r m a i n  C l o q u e t  1 7 9 0 - 1 8 8 3 )  フラ ンスの 医師、 外科
医、 国立医 学アカ デミーの 初期の 会員。  
7  ジャ ン -バス ティス ト・サ ルダンデ ィエー ル： ( J e a n - B p t i s t e  S a r l a n d e r e  1 7 8 7 - 1 8 3 8 )  フラ ン
スの 解剖学 者、生 理学者、 ヨーロ ッパの 電気鍼 治療の 開発者。  
8  ジョ ージ・ ヴィナ ー・エリ ス： ( G e o r g e  V i n e r  E l l i s  1 8 1 2 - 1 9 0 0 )  英国 の解剖 学者、 医学教育
者、 ロンドン大学 で、イラ ストレ ーター の G e o r g e  H e n r y  F o r d ( 1 8 0 8 〜 1 8 7 6 )と協力 して
𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷  𝑜𝑜 𝑜𝑜  𝐴𝐴 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴     𝐴𝐴 ( 1 8 4 0 ) を 発行した 。  
9  A l b e r t a  M e d i c a l  A s s o c i a t i o n :  " R e d ,  b l u e  a n d  y e l l o w ,  T h e  u s e  o f  c o l o r  i n  
a n a t o m i c a l  i l l u s t r a t i o n "  J u l y  2 3 ,  2 0 1 5 ,  
h t t p s : / / w w w . a l b e r t a d o c t o r s . o r g / 5 6 8 3 . a s p x  
1 0  ヘン リー・グレイ ：( H e n r y  G r a y  1 8 2 7 - 6 1 )  英国 の解剖 学者、 外科医、 『グレ イズ解 剖学』 の初
版本を書いた。  
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解 剖掛 図 の ま と め  
本発表では、解剖図が描かれたおよその時代から複数の画家たちによって制作され

た可能性を考察してきた。掛図は肉眼解剖の写実的な作画から、洋風画の陰影をつよ

めた色調のあざやかな洋風画の図譜に変わり、やがて、それは図式化された現代的な

図譜へと変化していったと考えられる。これはそれぞれの時代の解剖学者の要請か

ら、解剖図が付け加えられ、掛図のバリエーションを広げていった、いくつかの解剖

掛図から画家の名前につながる印（落款）が見つかったが、個人の画家を特定するに

は、いたっていない。今後の課題として、大阪帝国大学の時代の解剖学者と画家との

関係を明らかにすること。また、画材の科学的な計測が挙げられる。解剖掛図の研究

は、医学史と美術史、材料科学などの複数の分野に及ぶ学術資料であり、この図像分

析からは文化的背景と時代性を明らかにできるため、貴重な文化的遺産といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 年号のスタンプ  

図７ 頭蓋骨下面の拡大図  図６ 腰部矢状面より、神

経と動脈・静脈の図  図８ 血液循環器回路の図  

図１ 頭蓋骨の図 1  

 

図 2  頭蓋骨の図 2  

 
図３ 頭蓋骨の部位の分類  

図４ 『 S p a l t e h o l z 解剖図譜』

を示す文字  
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